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概要： 真空管オーディオフェアにおいて、音のサロン委員会は試聴プログラムを開催しました。

その概要を報告します。 

 

ABSTRACT:  At the Vacuum Tube Audio Fair, the“Audio Salon Committee” held a 

listening programs.  

This is a report of the program.  

 

 

1. はじめに 

音のサロン委員会は真空管オーディオフェアで、試聴講演を開催しました。 

真空管オーディオフェアを主催する真空管オーディオ協議会との間では、以前から交換プログラ

ムを実施し、真空管オーディオフェアでは音のサロン委員会が、OTOTEN では真空管オーディ

オ協議会がそれぞれ試聴イベントを行ってきました。今回もその一環としての開催です。 

 

日時：2019 年 10 月 14 日（月・祝）10:30～12:00 

会場：損保会館 502 号室 

タイトル：名盤を話題のアンプで聴く 

説明・進行：今 裕実 

 

2. 詳細 

今回は「名盤を話題のアンプで聴く」と題して、4 社のアンプを試聴しました。音源の SACD/CD

プレーヤーとスピーカーは試聴のレファレンス機材として固定し、アンプを順次差し換える形と

しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真空管オーディオフェア 音のサロン報告 

日本オーディオ協会 音のサロン委員会 

委員長 今 裕実 
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アンプは、トライオード、デノン、ヤマハ、CS ポートの 4 社を用意しました。真空管アンプ

が 2 社、ソリッドステートアンプが 2 社という構成です。また、プリメインアンプが 2 社、セパ

レートアンプが 2 社という内容です。試聴の順番は価格順でトライオードからスタートし、最後

が CS ポートの順です。試聴の前に各モデルの特長を簡単に説明し、次いで試聴という流れで進

めました。 
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名盤として用意した音源は、昨年から今年にかけてユニバーサルミュージックジャパンとワー

ナーミュージックジャパンから発売された MQA-CD による名盤シリーズ、名盤コレクションか

らすべての曲を選曲しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試聴はそれぞれのアンプで 5 曲ずつとし、その内 3 曲は聴き比べがしやすいよう共通の曲とし

ました。各アンプで最初にジャズ、女性ボーカル、バイオリン協奏曲の 3 曲を共通曲として聴い

ていただき、残りの 2 曲は、往年のポップス、ロック、イージーリスニングなど様々なジャンル

の曲を再生しました。 

 

3. 会場の様子 

台風が通り過ぎたばかりの午前中の開催でしたが、開始前から用意された約 70 席は埋まり、

更に立ち見のお客様もあり、多くの方々に参加いただきました。真空管アンプとソリッドステー

トアンプの音の違いや、それぞれのアンプが持つ音の魅力を楽しく聴いていただけたと思います。  

 

4. 最後に 

定例となっている真空管オーディオフェアでの音のサロンですが、今回は台風の通過もあり実

施が危ぶまれましたが、無事開催でき、たくさんの方々に来場して頂きました。また委員会の関

係者の方々には、事前準備から現場での運営まで様々なご支援をいただきました。この場をお借

りし御礼申し上げます。次回は、2020 年の OTOTEN になるかと思いますが、音のサロン委員会

として魅力あるプログラムを準備したいと考えています。 
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